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私
が
成
人
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
家
族
や
友
達
、
学
校

の
先
生
方
な
ど
、
多
く
の
人
の
支
え

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
成

人
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
責
任
、

マ
ナ
ー
の
あ
る
行
動
を
心
が
け
、
一

人
の
成
人
者
と
し
て
、
一
日
一
日
を

大
事
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

今日、晴れて成人を迎えることができましたの　今日、晴れて成人を迎えることができましたの

も、両親をはじめ、恩師、地域のかたがたの支えがも、両親をはじめ、恩師、地域のかたがたの支えが

あったからであると深く感謝申し上げます。あったからであると深く感謝申し上げます。

私たちは今、それぞれの道を歩み始めたところで　私たちは今、それぞれの道を歩み始めたところで

す。故郷を守る者、旅立つ者、職業に従事する者、す。故郷を守る者、旅立つ者、職業に従事する者、

学生として勉学に励む者と、活躍する場は異なりま学生として勉学に励む者と、活躍する場は異なりま

すが、責任ある社会の一員として自覚を持ち、さらすが、責任ある社会の一員として自覚を持ち、さら

に成長していく覚悟でございます。に成長していく覚悟でございます。

そして、成長した姿で、ふるさとであるこの那珂　そして、成長した姿で、ふるさとであるこの那珂

市を背負い前進していくことが、私達を育ててくだ市を背負い前進していくことが、私達を育ててくだ

さった皆様に報いる道であると信じております。さった皆様に報いる道であると信じております。

最後に、この那珂市で成人式を迎えられたことを　最後に、この那珂市で成人式を迎えられたことを

誇りに思い、成人としての決意を忘れず、日々精進誇りに思い、成人としての決意を忘れず、日々精進

することを誓い、新成人代表の謝辞とさせていただすることを誓い、新成人代表の謝辞とさせていただ

きます。きます。

　

今
日
と
い
う
日
を
迎
え
ら
れ
た
の

は
、
周
り
の
か
た
が
た
の
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
か
た
が
た

に
恩
返
し
を
し
て
い
き
な
が
ら
、
素

敵
な
大
人
に
な
れ
る
よ
う
心
が
け
て

い
き
た
い
で
す
。

　

子
ど
も
の
頃
は
「
成
人
な
ん
て
ま

だ
先
の
こ
と
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
つ
い
に
成
人
式
を
迎
え
ま
し

た
。
成
人
に
な
っ
て
自
分
の
行
動
に

責
任
を
持
て
る
大
人
に
な
る
こ
と
が

成
人
の
抱
負
で
も
あ
り
、
目
標
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
二
十
歳
に

な
り
、
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
人

に
感
謝
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

二
十
歳
に
な
っ
て
選
挙
権
が
与
え

ら
れ
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
責

任
あ
る
行
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
か

ら
は
自
分
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

人
の
こ
と
を
気
遣
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
精
神
的
に
も
大
人
に
な
り
た

い
で
す
。
そ
し
て
、
今
ま
で
育
て
て

き
て
く
れ
た
両
親
に
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
、
少
し
ず
つ
親
孝
行
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

両
親
を
は
じ
め
、
お
世
話
に
な
っ

た
す
べ
て
の
か
た
が
た
、
そ
し
て
生

ま
れ
育
っ
た
那
珂
市
に
感
謝
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

今
、
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
と
自

分
が
ど
れ
ほ
ど
親
に
頼
っ
て
い
た
か

を
痛
感
し
ま
す
。
こ
の
日
を
き
っ
か

け
に
「
大
人
」
と
い
う
こ
と
を
自
覚

し
、
た
っ
た
一
度
の
人
生
、
後
悔
だ

け
は
し
な
い
よ
う
に
生
き
、
立
派
な

大
人
を
目
指
し
毎
日
精
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

宇野　雅人さん
（那珂一中卒業）

萩谷　周平さん
（那珂三中卒業）

古橋　夏実さん
（那珂二中卒業）

豊田　理紗さん
（瓜連中卒業）

根本　祥帆さん
（那珂四中卒業）

はたちの決意
－新たな一歩を刻む－

新成人代表 浜田すみれさん新成人代表　浜田すみれさん新成人代表　浜田すみれさん



広報なか２月号３

　

１
月　

日
、
那
珂
総
合
公
園
で
平
成　

１１

２６

年
那
珂
市
成
人
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
の
那
珂
市
の
新
成
人
は
６
０
７
人
で
、

式
典
に
は
４
７
４
人
の
新
成
人
が
参
加

し
、
澄
み
き
っ
た
青
空
の
下
で
成
人
と
し

て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
中

学
校
ご
と
の
記
念
撮
影
を
行
っ
た
ほ
か
、

そ
れ
ぞ
れ
の
中
学
生
時
代
の
写
真
を
使
っ

た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
会
場
で
流
し
た
り

と
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
演
出
に
会
場
も
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
那
珂
市
を
背
負
っ
て
い

く
、
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
新
成
人
の

皆
さ
ん
の
飛
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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平成2 6 年

那珂市成人式

　成人式の企画・運営を担当した成人式実行委員の皆
さんは、忙しい合間を縫って集合し、準備を進めてき
ました。

○実行委員長　浜田すみれさん
○副実行委員長　安達俊介さん、宇野雅人さん
○実行委員　小薗井美紀さん、寺門佑香さん、箕川明
日夏さん、會澤顕さん、樫村未順さん、小林真由さ
ん、鷺沼安理紗さん、笹島夏希さん、平松麻衣さん、
米森亜里沙さん

＜平成2 6 年那珂市成人式実行委員＞
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那
珂
市
で
は
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
効
果
的
で
効
率
的
な
行
財
政
改
革
を

推
進
す
る
た
め
平
成　

年
度
に
引
き
続
き　

月
５
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て

２４

１０

「
事
業
仕
分
け
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

公
開
で
行
わ
れ
た
仕
分
け
当
日
は
、　

歳
以
上
の
市
民
の
皆
様
の
中
か
ら
無
作

２０

為
に
抽
出
し
た
１
５
０
０
人
の
か
た
の
う
ち
、
参
加
を
希
望
さ
れ
た　

人
の
か
た

２２

に
「
市
民
判
定
人
」
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ
き
、
判
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
業
仕
分
け
の
判
定
結
果
を
受
け
、
市

長
を
本
部
長
と
す
る
行
政
評
価
推
進
本
部

会
議
に
お
い
て
、
仕
分
け
の
議
論
お
よ
び

判
定
の
内
訳
を
十
分
踏
ま
え
て
検
討
し
、

対
象
と
な
っ
た
事
業
の
今
後
の
方
針
を
下

�
�
�
�
�
�
�
	


�

行
財
政
改
革
推
進
室

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
５
７
２
・
５
７
３
）

問
い
合
わ
せ

�
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表
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
方
針
を
も
と
に
、
平
成

　

年
度
予
算
案
の
編
成
作
業
を
進
め
て
ま

２６い
り
ま
す
。
ま
た
、
事
業
仕
分
け
や
ア
ン

ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
後
の
市
政
運
営
の
参
考
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

事
業
仕
分
け
判
定
結
果
お
よ
び
市
の
方

針
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
、
市
民
判
定
人
・
傍
聴
人
の
皆
様
に

ご
回
答
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結

果
と
と
も
に
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
の
会
場
の
様
子
を
記
録
し

た
映
像
を
、
ど
な
た
で
も
ご
覧
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

動
画
共
有
サ
ー
ビ
ス
「�������

」
に
登

録
し
ま
し
た
。

※「
那
珂
市
事
業
仕
分
け　

動
画
」で
検
索

し
て
く
だ
さ
い

事業仕分け会場
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担当課市の方針事業仕分け
判定結果事業名称

�政策企画課継続（見直し）要改善公共交通利用促進施設管理事業

�市民協働課継続（見直し）要改善市民活動支援事業

�市民課継続（見直し）要改善聖苑運営事業

�環境課継続（見直し）要改善不法投棄廃棄物撤去事業

�こども課継続（見直し）現行どおり子育て支援センター事業

�介護長寿課継続（見直し）要改善ひとり暮らし高齢者等緊急通報システム事業

�健康推進課継続（現行どおり）現行どおり乳児家庭全戸訪問事業

�商工観光課継続（現行どおり）現行どおり清水洞の上整備事業

�都市計画課継続（見直し）要改善都市計画街路整備事業

�下水道課継続（見直し）要改善公共下水道整備事業

�学校教育課継続（見直し）現行どおり小学校英語活動指導員設置事業

�生涯学習課継続（見直し）要改善図書館運営事業



広報なか２月号５

　１月１６日、中央公民館で、那珂市、那珂市議
会、那珂市商工会および��ひたちなかが発起人
となって、平成２６年那珂市新年賀詞交歓会が開
催され、市内各界の代表者２５０人が一堂に会し
ました。
　式典では、海野市長が「本日ご参会の皆様は、
各界・各分野のリーダーであり、その専門性と
先見性をもって、那珂市の発展のために今後と
も変わらぬご支援とご協力を賜りたい」と新年
のあいさつを述べました。
　また、宮下敏子さんによる那珂市民の歌斉唱
や新しく「那珂ふるさと大使」に任命された古
田�満さん、長沼俊秀さんのご紹介に続き、ア
トラクションとして、大図恵美子さんによるタ
イ舞踊が披露され、会場は華やかな雰囲気に包
まれました。
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◆タイ舞踊（写真左）
　（大図恵美子さん）

◆那珂市民の歌（写真右）
　（宮下敏子さん）
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　会計士の古田�満さん、医師の長沼俊秀
さんを新たに那珂ふるさと大使に委嘱し、
１月１６日に委嘱状交付式を行いました。
　古田�さんは、「税理士法人古田�会計」
の代表社員を務めており、「日本中の中小
企業を元気にする」というビジョンを掲げ
ています。また、活気あふれるあいさつか
ら始まる「名物朝礼」は、外部からの見学
者が多く訪れ、マスコミからも注目を集め
ています。
　長沼さんは、「血液浄化法」・「腎移植」を
専門とする医師で、多数の学会に所属しな
がら活躍されています。また、研修医や大
学院生への専門技術・学術活動などの指導
にも尽力されています。

賀詞交歓会に出席した那珂ふるさと大使
の皆さんと市長、副市長、教育長

長沼　俊秀　さん
（大阪府在住）
大阪市立大学講師

古田�　満　さん
（千葉県在住）
税理士法人古田　会計代表社員

職業・役職等住所氏　名

画家、京都造形芸術大学教授京都府あおきよしあき青 木 芳 昭

宮城県経営者協会顧問宮城県おおわだやすお大和田　泰　夫

宮千代加藤内科医院院長宮城県かとうじゅんじ加 藤 純 二

洋画家東京都く ろ だ け い こ黒　田　ケイ子

税理士法人古田�会計代表社員千葉県こ だ と み つ る古田�　　　満

京都大学教授京都府こ に し さ と し小 西 哲 之

（株）宍戸国際ゴルフ倶楽部
代表取締役社長東京都さかもとよしのぶ坂 本 好 伸

音楽家東京都な が す と も か長 須 与 佳

大阪市立大学講師大阪府ながぬまとしひで長 沼 俊 秀

（独）産業技術総合研究所
主任研究員つくば市ね も と た だ し根 本　 直

横浜国立大学大学院教授東京都ねもとよういち根 本 洋 一

京都女子大学教授大阪府はつせりゅうへい初 瀬 龍 平

音楽家東京都ま つ い え つ こまつい　えつこ

アナウンサー、音楽家東京都みやしたとしこ宮 下 敏 子

加賀電子（株）顧問、
那珂市立図書館名誉館長神奈川県よこすかしずお横須賀　鎮　夫
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　二酸化炭素削減に効果的な方法として「省エネ」があげられます。「省エネ」と聞くと、節電をイメージするかた
が多いのではないでしょうか。しかし、省エネとは無駄なエネルギー消費を減らすことですから、今月号でご紹介
する「節水」も含まれます。では、どうして「節水」が二酸化炭素削減につながっていくのか、ご説明します。
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　日本人は、水をたくさん使います。清潔好きなので、風呂や洗顔、手洗いなどにたっぷりと水を使います。また
花木などへの水やりにも使います。しかし、日本は水資源国ですから、時々ダムの水枯れは起こりますが、それで
もさほど深刻な事態に至らないので、水で困ることはあまりありません。
　ところで、水を使用すると地球温暖化の原因である二酸化炭素を排出することになることをご存知でしょうか。
下の図は、市内にある木崎浄水場における浄水のしくみを示しています。久慈川の取水口から導水ポンプで汲み上
げ、浄化装置をとおして浄化された水は、配水ポンプで加圧されて一般家庭に配水されます。これらのポンプを動
かすには電気が使われ、電気は主に化石燃料を燃やす火力発電で発生させますから、水道水を使うことによって、
二酸化炭素も排出することになるのです。

　平成２４年度に那珂市で水道水として配水された１年間の総配水量は、５６４万２４０２�３でした。これは、１世帯あたり
２６２．４�３で、市民１人当たり年間１００．８�３となります。この値は、牛乳パック約１０万個分の水、２００�の標準的風呂桶
５００杯分の水ということになります。一方、この配水のために使われた年間消費電力量（ポンプを稼働させるために
使われた電力量）は、２４２万２４４２���になります。二酸化炭素の排出係数（電力量１���でどのくらいの二酸化炭素
を排出するかという値）は、０．４０６��－��２����、です。１�３の水道水を使うと、１７４�の二酸化炭素を排出したこ
とになります。したがって、水道水を使用することに
よって排出された二酸化炭素の量は９８３．５�、市民１人当
たりでは年間１７．６��となります。
　水は水でも「お湯」の環境負荷（人が環境に与える負
担のことで、この場合、二酸化炭素の排出量）は、水道
水の約３０倍といわれています。すなわち、１�３のお湯を
使うと、５．２２��の二酸化炭素を排出したことになりま
す。お風呂の残り湯は、できるだけ洗濯などに再利用し
ましょう。
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環境課環境グループ
�２９８・１１１１（内線４４７～４４９）

問　い
合わせ
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　下水は下水道施設をとおして流します
が、これもまた二酸化炭素を排出すること
になります。那珂市の下水道施設には、公
共下水道施設（人口普及率は、平成２５年４
月１日現在で４８．２％）と農業集落排水施設
があります。一般家庭から出された公共下
水は、下水道施設をとおって流され、途中
数箇所のマンホールポンプにより導水され
て、ひたちなか市の那珂久慈浄化センター
に集められ、浄化処理されたのち海や川に
放流されます。
　表１は、那珂市における平成２４年度の公共下水道と農業集落排水の排水量と電気使用量です。この表から、公共
下水として流された１年間の排水量は３５６万７０１９�３で、これは公共下水道利用者１人当たりに直すと年間１３２．１�３と
なります。一方、このために使われた年間消費電力量は、約１３７万９７９３���でした。公共下水により排出される二酸
化炭素の年間排出量は約５６０�、公共下水道利用者１人当たりでは年間約２０��となります。また、１�３の下水を流す
と約１５７�の二酸化炭素を排出したことになります。
　公共下水と農業集落排水を含めた二酸化炭素年間排出量は約９６２�となります。

表１　平成２４年度下水道排水量と電気使用料

農業集落排水公共下水道項　目

３７万３８２�３３５６万７０１９�３排水量

９９万１３８３���
１５万９７９３���

（市内マンホールポンプ分�電気使用量

約１２２万���（注）

（注）那珂久慈浄化センターにおける下水処理分で、那珂市の推計案分値

　食料を輸入している国（消費国）において、もしその輸入食料を生産するとしたら、どの程度の水が必要に
なるかを推定したものをバーチャル・ウォーターといいます。
　たとえば、１��のトウモロコシを生産するには、かんがい用水として１８００�の水が必要です。また、牛はこ
うした穀物を大量に消費しながら育つため、牛肉１��を生産するにはその約２万倍もの水が必要になります。
つまり、わたしたちは海外から食料を輸入することによって、形を変えて水を輸入していることと考えること
ができます。
　日本のカロリーベースの食料自給率は４０％程度ですから、日本人は海外の水に依存して生きているといえま
す。２００５年において、海外から日本に輸入されたバーチャル・ウォーター量は、約８００億�３であり、その大半は
食糧に起因しています。これは、日本国内で使用される年間水使用量と同程度です。

（環境省のホームページから引用）

国境を越えて消費される水資源　～バーチャル・ウォーター～

��������	
�

　以上、節水が地球温暖化防止のために必要であることについて
お話ししました。
　蛇口をひねると、いつでも必要なだけ水が出てくるようになる
には、ダムを管理する人、水を送る人、水をきれいに保つ人の働
きがあり、そして、ダムのある町の人々の理解と協力があって初
めて水がみなさんのもとへ届くのです。
　わたしたちは、東日本大震災の時、水の大切さを身をもって教
えられました。水を大切に使うことは地球の資源を大切にするこ
とです。水は無尽蔵にあり続けるものではありません。水を大切
に利用しようとする気持ちをいつまでも忘れないようにしたいも
のです。
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第����回全国高等学校
�サッカ�選手権大会出場

　

昨
年　

月
か
ら
１
月
に
東
京
都
な
ど
１

１２

都
３
県
で
開
催
さ
れ
た
第　

回
全
国
高
等

９２

学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
に
、
茨
城
県

代
表
の
水
戸
啓
明
高
校
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
、
那
珂
市
の
會
澤
凌
さ
ん
と
雨
川
拓
未

さ
ん
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
で
も
あ
る
會
澤
さ
ん
は
、

ヘ
デ
ィ
ン
グ
に
自
信
を
持
つ
チ
ー
ム
の
守

備
の
要
で
す
。
精
度
の
高
い
ロ
ン
グ

フ
ィ
ー
ド
で
、
後
方
か
ら
攻
撃
に
も
絡
ん

で
い
き
ま
す
。
小
学
２
年
生
か
ら
瓜
連

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
サ
ッ
カ
ー

を
始
め
、
中
学
時
代
は
水
戸
ホ
ー
リ
ー

ホ
ッ
ク
の
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
で
プ
レ
ー
し

ま
し
た
。

　

雨
川
さ
ん
は
、
ス
ピ
ー
ド
を
生
か
し
た

裏
へ
の
抜
け
出
し
や
ド
リ
ブ
ル
が
武
器
。

Ｆ
Ｗ
や
攻
撃
的
Ｍ
Ｆ
の
位
置
で
、
相
手
を

揺
さ
ぶ
る
左
利
き
の
ア
タ
ッ
カ
ー
で
す
。

小
学
１
年
生
か
ら
那
珂
Ｆ
Ｃ
で
サ
ッ
カ
ー

を
始
め
、
那
珂
四
中
時
代
に
は
茨
城
県
ト

レ
セ
ン
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
水
戸
啓
明
は
、「
ボ
ー

ル
と
人
が
躍
動
す
る
サ
ッ
カ
ー
」

を
目
指
し
、
ボ
ー
ル
を
保
持
す
る

時
間
を
長
く
し
て
主
導
権
を
握
る

ポ
ゼ
ッ
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
を
志
向

し
ま
す
。
前
年
か
ら
主
力
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
選
手
も
多
く
、
さ

ら
に「
全
員
仲
が
い
い
」と
２
人
が

口
を
揃
え
た
よ
う
に
、
団
結
も
強

い
チ
ー
ム
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

春
の
関
東
大
会
に
出
場
し
、
桐

生
一
（
群
馬
県
）
に
延
長
戦
の
末

に
敗
れ
た
も
の
の
、「
練
習
試
合

で
大
敗
し
た
相
手
と
互
角
に
戦
え

た
」
と
自
信
を
つ
か
み
、
夏
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
県
予
選
を
制
し
て
、

　

年
ぶ
り
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

１３を
決
め
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
も
１
勝
を
挙

げ
た
水
戸
啓
明
は
、
高
校
サ
ッ

カ
ー
界
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

全
国
高
校
選
手
権
の
県
予
選
に
臨

み
ま
す
。
決
勝
戦
は
こ
の
大
会
３

連
覇
中
だ
っ
た
鹿
島
学
園
と
の
対
戦
。
一

進
一
退
の
攻
防
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
Ｐ
Ｋ

戦
で
競
り
勝
ち
、
全
国
高
校
選
手
権
へ
の

出
場
権
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

迎
え
た
全
国
大
会
１
回
戦
で
は
強
豪
・

立
正
大
淞
南
（
島
根
県
）
に
１－

０
で
勝

利
。
こ
の
試
合
に
は
、
那
珂
市
か
ら
も

サ
ッ
カ
ー
少
年
団
の
小
学
生
な
ど
、
総
勢

　

人
の
応
援
団
が
駆
け
付
け
ま
し
た
。
会

４５場
に
は
會
澤
さ
ん
と
雨
川
さ
ん
の
横
断
幕

も
掲
げ
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
精
一
杯
声

援
を
送
り
ま
し
た
。
こ
の
応
援
は
「
子
ど

も
た
ち
が
自
分
た
ち
の
サ
ッ
カ
ー
を
見
て

盛
り
上
が
っ
て
く
れ
て
い
て
嬉
し
か
っ

た
」（
雨
川
さ
ん
）
と
、
選
手
の
耳
に
も
届

い
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

２
回
戦
の
富
岡
（
福
島
県
）
戦
に
は
、

雨
川
さ
ん
が
先
発
出
場
し
ま
し
た
。
試
合

前
に
ス
タ
メ
ン
を
告
げ
ら
れ
、「
や
っ
て

や
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
先
制
を
許
し
ま
し
た
が
、
前
半　

分
、

３８

右
か
ら
の
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク
に
飛
び
込
ん

だ
の
は「
こ
ぼ
れ
を
詰
め
よ
う
と
思
っ
て

入
っ
て
い
っ
た
」雨
川
さ
ん
。
貴
重
な
同

点
ゴ
ー
ル
を
決
め
、
起
用
に
応
え
ま
し
た
。

　

３
回
戦
で
は
夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝

校
で
あ
り
、
こ
の
大
会
で
も
優
勝
候
補
の

筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
市
立
船
橋
（
千

葉
県
）
と
対
戦
。
水
戸
啓
明
は
イ
ン
タ
ー

水戸啓明高校３年水戸啓明高校３年

會澤 凌さん會澤　凌さん（（瓜連中出身・写真瓜連中出身・写真右）右）

雨川拓未さん雨川拓未さん（（那珂四中出身・写那珂四中出身・写真左）真左）

會澤さんはキャプテンとして
３試合すべてにフル出場

雨川さんは２回戦・富岡高校戦で
貴重な同点ゴールを決める

写真協力：水戸啓明高校写真協力：水戸啓明高校



広報なか２月号９

ハ
イ
で
も
市
立
船
橋
と
対
戦
し
て
い
て
、

ス
コ
ア
こ
そ
０－

１
で
し
た
が
、
シ
ュ
ー

ト
数
は
２
対　

で
、「
守
備
し
か
さ
せ
て

２５

も
ら
え
な
か
っ
た
」（
會
澤
さ
ん
）
と
い
う

完
敗
で
し
た
。
組
み
合
わ
せ
が
決
ま
っ
た

際
に
も
、
選
手
同
士
で
「
市
船
の
と
こ
ろ

ま
で
勝
ち
上
が
っ
て
リ
ベ
ン
ジ
し
よ
う
」

と
声
を
か
け
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ゲ
ー
ム
が
始
ま
る
と
、
市
立
船
橋
の
圧

力
に
押
し
込
ま
れ
る
苦
し
い
展
開
。
こ
の

日
は
２
列
目
の
右
で
プ
レ
ー
し
た
雨
川
さ

ん
も
、
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
の
対
応
に
追
わ
れ

て
、
な
か
な
か
攻
撃
に
参
加
で
き
ま
せ

ん
。
セ
ッ
ト
プ
レ
ー
か
ら
先
制
を
許
す

と
、
追
加
点
も
奪
わ
れ
、
０－

４
と
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
終
盤
に
、

チ
ー
ム
の
得
意
な
攻
撃
パ
タ
ー
ン
で
あ
る

右
サ
イ
ド
か
ら
の
見
事
な
崩
し
で
１
点
を

返
し
ま
し
た
。
試
合
は
１－

４
で
終
了

し
、
残
念
な
が
ら
３
回
戦
敗
退
と
な
り
ま

し
た
が
、
２
人
は
「
自
分
た
ち
が
夏
か
ら

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
と
こ
ろ
を
見
せ
た

か
っ
た
け
ど
、
相
手
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し

て
い
た
」
と
悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ
な
が
ら

も
、
會
澤
さ
ん
は
「
自
分
た
ち
も
全
力
で

プ
レ
ー
し
た
の
で
悔
い
は
な
い
」
と
振
り

返
り
、
雨
川
さ
ん
も
「
自
分
た
ち
の
形
で

点
を
と
れ
た
こ
と
は
よ
か
っ
た
」
と
、
手

応
え
も
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

関
東
大
会
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
選
手
権

の
３
大
会
に
茨
城
県
代
表
と
し
て
出
場

し
、
全
国
ベ
ス
ト　

は
見
事
な
成
績
で

１６

す
。
特
に
選
手
権
で
は
、
開
会
式
で
日
本

サ
ッ
カ
ー
の
聖
地
と
呼
ば
れ
る
国
立
競
技

場
の
ピ
ッ
チ
に
立
つ
な
ど
、
貴
重
な
経
験

を
積
み
ま
し
た
。
２
人
も
大
会
を
振
り

返
っ
て
、「
選
手
権
は
最
高
の
舞
台
だ
っ

た
。
ベ
ス
ト
８
に
進
ん
で
、
学
校
の
新
し

い
歴
史
を
作
れ
な
か
っ
た
の
は
悔
し
い
け

ど
、
た
く
さ
ん
の
応
援
が
あ
っ
て
こ
こ
ま

で
来
ら
れ
た
。
感
謝
し
て
も
し
き
れ
な

い
」（
會
澤
さ
ん
）、「
観
客
が
何
千
人
も
入

る
中
で
の
試
合
に
は
、
緊
張
も
あ
っ
た
け

ど
わ
く
わ
く
し
た
し
、
こ
こ
ま
で
み
ん
な

と
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」（
雨
川

さ
ん
）
と
、
喜
び
や
感
謝
の
言
葉
を
口
に

し
、
最
後
に
は
「
今
後
、
那
珂
市
か
ら
、

自
分
た
ち
の
成
績
を
越
え
る
よ
う
な
選
手

が
出
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま

し
た
。

全国大会３回戦・市立船橋高校戦での試合前の集合写真。
前列右端が會澤さん、前列左から２人目が雨川さん。

　未来を担う子どもたちの幸せと健康への願いを込め、つる
しびなを展示します。つるしびなの昔ながらの素朴な温かさ
と、伝統的な美しさを身近に感じていただけます。
◆展示期間／３月９日（日）まで　午前９時～午後４時３０分
◆展示会場／曲がり屋、市役所（本庁）１階ロビー、中央公民

館、歴史民俗資料館、市立図書館、総合セン
ターらぽーる、ふれあいセンターよこぼり、し
どりの湯、静ヒルズカントリークラブ

※市役所は日曜日も開庁します。中央公民館、歴史民俗資料
館、図書館、総合センターらぽーる、ふれあいセンターよ
こぼり、しどりの湯は月曜日休館です

問い合わせ／那珂市商工会　�２９８－０２３４

�������	
�	������

　那珂市では、東日本大震災の記録誌「東日
本大震災　那珂市の記録『明日に伝えるべき
もの』」を発刊しました。
◆内容／東日本大震災における市内被害状況

などの写真集
◆販売場所／市役所（本庁）４階　防災課窓口
◆形状／�４版オールカラー３６ページ
◆定価／１冊４００円（税込）

�������	
������

防
災
課
防
災
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

　
（
内
線
４
４
２
・
４
４
３
）

問
い
合
わ
せ

■昨年のつるしびな飾り（曲がり屋）
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議会議会
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　市長提出議案は報告１件、条例の制定・一部改正
８件、平成２５年度補正予算８件、その他２件、合わ
せて１９件について審議され、全議案について原案の
とおり可決されました。

行
政
概
要
報
告

■
事
業
仕
分
け
に
つ
い
て

　

昨
年
に
引
き
続
き
、　

月
５
日
に
中
央

１０

公
民
館
に
お
い
て
、　

の
事
業
を
対
象
に

１２

市
民
判
定
人
方
式
に
よ
る
事
業
仕
分
け
を

行
い
ま
し
た
。
事
業
仕
分
け
は
公
開
で
開

催
し
、
１
３
６
人
が
傍
聴
す
る
と
と
も

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
生
中
継
も

実
施
し
ま
し
た
。
市
民
判
定
人
の
判
定
結

果
は
、
評
価
対
象
の　

事
業
に
対
し
て
、

１２

要
改
善
が
８
事
業
、
現
行
ど
お
り
が
４
事

業
と
な
り
、
こ
の
結
果
を
受
け
、
市
の
対

応
方
針
を
、
見
直
し
を　

事
業
、
現
行
ど

１０

お
り
を
２
事
業
と
決
定
し
ま
し
た
。

■
広
告
付
き
市
内
案
内
板
の
設
置
に

つ
い
て

　

自
主
財
源
の
確
保
を
目
的
に
、
広
告
付

き
市
内
案
内
板
の
設
置
者
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
表
示
灯�
東
京
支
社
か
ら
申
し
込

み
が
あ
り
、
設
置
業
者
と
し
て
決
定
し
ま

し
た
。

　

表
示
灯�
と
は　

月
７
日
に
協
定
を
締

１１

結
し
、
案
内
板
の
仕
様
、
施
工
方
法
、
設

置
場
所
な
ど
の
具
体
的
な
協
議
に
入
っ
て

お
り
、
平
成　

年
度
中
に
は
設
置
が
完
了

２５

す
る
見
込
み
で
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
か
ら
設
置
料　

万

２６

２４

円
と
行
政
財
産
使
用
料
約
６
万
円
の
計
約

　

万
円
の
収
入
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

３０■
表
彰
式
典
に
つ
い
て

　
　

月　

日
に
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー

１１

１６

る
に
お
い
て
表
彰
式
典
を
開
催
し
、
４
団

体
、　

人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

４９

■
ふ
れ
あ
い
座
談
会
に
つ
い
て

　

９
月
１
日
か
ら　

月　

日
ま
で
に
、

１１

３０

「
市
長
と
話
そ
う
ふ
れ
あ
い
座
談
会
」を
３

回
開
催
し
、
自
治
会
や
団
体
か
ら
出
さ
れ

た
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

う
ほ
か
、
施
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説

明
し
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

■
那
珂
聖
苑
火
葬
炉
内
の
全
体
積
替

に
つ
い
て

　

１
号
炉
の
火
葬
炉
内
耐
火
物
全
体
積
替

修
繕
は　

月　

日
に
完
了
し
ま
し
た
。

１１

１５

■
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
事
業

に
つ
い
て

　

中
央
公
民
館
お
よ
び
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
ご
だ
い
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
の
設
置

工
事
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
お
よ
び

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
こ
ぼ
り
太
陽
光
パ

ネ
ル
な
ど
の
設
置
工
事
を　

月
に
発
注
し

１１

ま
し
た
。

■
戦
没
者
追
悼
式
に
つ
い
て

　

戦
没
者
の
御
霊
に
対
し
て
追
悼
の
意
を

捧
げ
る
と
と
も
に
、
ご
遺
族
の
ご
労
苦
に

敬
意
を
表
し
、
ま
た
市
民
を
挙
げ
て
恒
久

平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、「
平
成　

年
度

２５

那
珂
市
戦
没
者
追
悼
式
」
を　

月　

日
に

１１

１７

総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
に
お
い
て
挙
行

し
ま
し
た
。

　

追
悼
式
に
は
、
茨
城
県
知
事
、
国
会
議

員
、
県
議
会
議
員
な
ど
の
来
賓
の
ほ
か
、

市
遺
族
会
会
員
や
市
民
合
わ
せ
て
２
６
０

人
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

式
は
、
市
長
に
よ
る
式
辞
、
来
賓
に
よ

る
追
悼
の
辞
に
続
き
、
戦
没
者
の
御
霊
に

対
し
て
全
員
で
献
花
し
、
最
後
に
瓜
連
小

学
校
児
童
に
よ
る
合
唱
で
締
め
く
く
ら
れ

ま
し
た
。

■
額
田
保
育
所
民
営
化
に
伴
う
移
管

先
法
人
募
集
に
つ
い
て

　

額
田
保
育
所
民
営
化
に
つ
い
て
、　

月
１０

に
選
定
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。　

月
１１

　

日
か
ら　

日
ま
で
移
管
先
法
人
の
募
集

１１

２９

要
項
を
公
開
し
、　

月　

日
に
応
募
予
定

１１

２７

法
人
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、

５
つ
の
法
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

移
管
先
法
人
に
つ
い
て
は
、　

月
９
日

１２

か
ら　

日
ま
で
を
募
集
期
間
と
し
て
公
募

２７

す
る
予
定
で
す
。

■
子
育
て
応
援
サ
イ
ト
の
導
入
に
つ

い
て

　

子
育
て
中
の
保
護
者
が
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
必
要
な
情
報
を
探
し
や
す
い
よ

う
、
ま
た
、
わ
か
り
や
す
く
利
用
で
き
る

よ
う
、「
子
育
て
応
援
サ
イ
ト
」
を
導
入
し

ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
企
業
と
の
コ
ン
テ
ン
ツ

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
（
企
業
協
賛
読
み
物
）
を

活
用
し
た
官
民
連
携
に
よ
り
、
自
治
体
が

費
用
を
負
担
す
る
こ
と
な
く
導
入
で
き
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
サ
イ
ト
の
メ
ニ
ュ
ー

は
、
子
育
て
す
る
側
の
目
線
で
構
成
さ
れ
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て
い
る
た
め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
必

要
な
情
報
が
検
索
し
や
す
く
な
る
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
。

　

サ
イ
ト
の
運
用
開
始
に
つ
い
て
は
、　
１２

月　

日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

１８
■
敬
老
行
事
に
つ
い
て

　

９
月　

日
、　

日
の
両
日
に
わ
た
り
、

１８

２０

本
年
度
１
０
０
歳
達
成
者　

人
を
訪
問

１５

し
、
国
、
県
か
ら
の
褒
状
と
記
念
品
お
よ

び
市
か
ら
の
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
市
内
最
高
齢
者
の
２
人
と
、
米

寿
を
迎
え
ら
れ
た
２
６
１
人
に
も
、
市
か

ら
の
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
７
日
か
ら　

月　

日
に
か

１０

１４

け
て
、
８
地
区　

か
所
で
敬
老
行
事
が
開

２９

催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
率
は
、
市
全
体
で

　

・
２
％
で
し
た
。

３２■
両
宮
排
水
路
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

両
宮
排
水
路
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
都

市
計
画
道
路
菅
谷
・
飯
田
線
か
ら
下
流
部

Ｌ
＝　

・
４
ｍ
の
工
事
を
、
９
月
に
発
注

９７

し
ま
し
た
。

■
菅
谷
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ

い
て

　

市
道
８－

２
６
５
１
号
線
歩
道
新
設
工

事
を　

月
に
発
注
し
ま
し
た
。

１０

■
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

業
務
委
託
に
つ
い
て
は
、
後
台
地
区
管

路
施
設
実
施
設
計
（
第
２
工
区
）
を　

月
１０

に
発
注
し
ま
し
た
。

　

請
負
工
事
に
つ
い
て
は
、
下
菅
谷
地
区

汚
水
管
布
設
（
第
１
工
区
）
工
事
、
保
登

内
地
区
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
設
置
工
事
お

よ
び
門
部
地
区
汚
水
管
布
設
（
第
３
、
第

４
工
区
）
工
事
を
９
月
に
、
額
田
地
区
汚

水
管
布
設
（
第
１
工
区
）
工
事
を　

月
に
、

１０

後
台
地
区
汚
水
管
布
設
（
第
２
、
第
３
工

区
）工
事
、
下
菅
谷
地
区
汚
水
管
布
設（
第

２
工
区
）
工
事
、
下
菅
谷
地
区
汚
水
流
量

計
設
置
工
事
、
門
部
地
区
汚
水
管
布
設

（
第
５
、
第
６
工
区
）
工
事
お
よ
び
額
田
地

区
汚
水
管
布
設
（
第
３
工
区
）
工
事
を　
１１

月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
発
注
し
ま
し
た
。

■
農
業
集
落
排
水
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

請
負
工
事
に
つ
い
て
は
、
鴻
巣
Ⅱ
期
地

区
管
路
施
設
支
線
第
８
工
区
工
事
お
よ
び

鴻
巣
Ⅱ
期
地
区
幹
線
１
号
第　

工
区
工
事

１５

を　

月
に
、
鴻
巣
Ⅱ
期
地
区
管
路
施
設
幹

１０
線
４
号
第
１
、
第
２
工
区
工
事
を　

月
１１

に
、
そ
れ
ぞ
れ
発
注
し
ま
し
た
。

■
上
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

木
崎
浄
水
場
№
２
急
速
ろ
過
池
修
繕
を

９
月
に
、
菅
谷
地
区
配
水
管
布
設
（
第
２

工
区
）
工
事
を　

月
に
、
下
菅
谷
地
区
配

１０

水
管
布
設
（
第
５
工
区
）
工
事
、
瓜
連
浄

水
場
逆
洗
水
ポ
ン
プ
他
修
繕
、
後
台
浄
水

場
工
水
・
地
下
水
系
設
備
塗
装
修
繕
お
よ

び
瓜
連
浄
水
場
緩
速
攪
拌
機
修
繕
（
そ
の

２
）
を　

月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
発
注
し
ま
し

１１

た
。

■
小
学
校
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

菅
谷
西
小
学
校
校
舎
耐
震
補
強
工
事

（
第
１
期
）
工
事
が
９
月
に
完
了
し
ま
し

た
。
ま
た
、
額
田
小
学
校
屋
内
運
動
場
大

規
模
改
修
工
事
を
９
月
に
発
注
し
ま
し

た
。

■
消
防
業
務
に
つ
い
て

　

消
防
訓
練
指
導
に
つ
い
て
は
、
９
月
１

日
か
ら　

月　

日
ま
で
に
事
業
所
や
学
校

１１

３０

な
ど
を
対
象
と
し
て　

回
行
い
、
３
７
７

２１

６
人
が
参
加
し
て
、
防
火
防
災
知
識
の
習

得
と
防
火
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
応
急
手
当
の
普
及
の
た
め
、
普
通

救
命
講
習
会
を　

回
行
い
、
１
９
９
人
が

１０

受
講
し
ま
し
た
。
救
命
入
門
コ
ー
ス
は
１

回
行
い
、　

人
が
受
講
し
ま
し
た
。

２７

　

火
災
出
場
件
数
に
つ
い
て
は
、
建
物
３

件
、
そ
の
他
１
件
で
合
計
４
件
、
救
急
出

場
件
数
に
つ
い
て
は
、
急
病
２
７
６
件
、

交
通
事
故　

件
、
そ
の
他
１
２
７
件
で
合

７３

計
４
７
６
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

９
月　

日
に
、
第　

回
茨
城
県
消
防
ポ

２９

６４

ン
プ
操
法
競
技
大
会
県
北
地
区
大
会
が
ひ

た
ち
な
か
市
で
開
催
さ
れ
、
第
６
分
団
第

３
部
が
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
で
３
位
入

賞
、
第
７
分
団
第
２
部
が
小
型
ポ
ン
プ
の

部
で
４
位
入
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

月　

日
に
更
新
し
た
消
防
ポ

１０

２８

ン
プ
自
動
車
を
、
第
３
分
団
第
１
部
に
配

備
し
ま
し
た
。

■
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て

　

市
民
の
放
射
線
に
対
す
る
不
安
を
解
消

す
る
た
め
、
公
共
施
設
な
ど
に
お
け
る
空

間
放
射
線
量
お
よ
び
水
道
水
内
の
放
射
性

物
質
濃
度
の
測
定
を
引
き
続
き
実
施
し
て

い
ま
す
。
簡
易
測
定
器
に
よ
り
、
保
育
所

や
学
校
の
給
食
食
材
お
よ
び
市
内
で
生
産

さ
れ
た
農
畜
産
物
を
独
自
に
検
査
し
、
食

に
お
け
る
安
全
の
確
保
と
風
評
被
害
の
防

止
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
測
定
結

果
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
紙
な
ど
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、　

月　

日
に
那
珂
市
立
第
二
中

１１

２４

学
校
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
大
規
模
地
震
を

想
定
し
、
避
難
所
開
設
訓
練
、
応
急
救
護

訓
練
、
通
信
訓
練
な
ど
の
防
災
活
動
が
迅

速
か
つ
的
確
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
自
治

会
（
自
主
防
災
組
織
）
や
災
害
時
応
援
協

定
団
体
、
消
防
団
、
自
衛
隊
な
ど
の
協
力

の
も
と
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

震
災
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
下
水
道
施

設
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、
公
共
下
水
道
災

害
復
旧
箇
所
実
施
設
計
（
そ
の
３
）
業
務

委
託
お
よ
び
公
共
下
水
道
管
路
施
設
カ
メ

ラ
調
査
（
そ
の
２
）
業
務
委
託
を　

月
に

１１

発
注
し
ま
し
た
。

　

請
負
工
事
に
つ
い
て
は
、
中
里
地
区
舗

装
災
害
復
旧
工
事
を　

月
に
発
注
し
ま
し

１１

た
。

　

農
畜
産
物
の
損
害
賠
償
額
に
つ
い
て

は
、　

月
末
ま
で
の
申
請
状
況
は
、
Ｊ
Ａ

１１

ひ
た
ち
な
か
請
求
者
数
を
含
め
、
累
計
で

１
０
７
件
、
請
求
額
８
２
１
０
万
円
で

す
。
ま
た
、
請
求
に
伴
う
東
京
電
力
か
ら

の
支
払
に
つ
い
て
は
、　

月　

日
現
在
で

１１

３０
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全議案可決市 長 提 出 議 案

◎報告
専決処分の報告について（損害賠償請求に関する和解及び損
害賠償の額の決定）
◎条例の制定・一部改正
那珂市税条例の一部を改正する条例／那珂市都市計画税条例
の一部を改正する条例／那珂市介護保険条例の一部を改正す
る条例の一部を改正する条例／那珂市後期高齢者医療に関す
る条例の一部を改正する条例／那珂市立小学校・中学校設置
条例の一部を改正する条例／那珂市営グラウンドの設置及び
管理に関する条例の一部を改正する条例／那珂市火災予防条
例の一部を改正する条例／那珂市子ども・子育て会議条例
◎平成２５年度補正予算
平成２５年度那珂市一般会計補正予算（第３号）／平成２５年度
那珂市国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第１号）
／平成２５年度那珂市下水道事業特別会計補正予算（第３号）
／平成２５年度那珂市公園墓地事業特別会計補正予算（第２号）
／平成２５年度那珂市農業集落排水整備事業特別会計補正予算
（第３号）／平成２５年度那珂市介護保険特別会計（保険事業勘
定）補正予算（第２号）／平成２５年度那珂市後期高齢者医療
特別会計補正予算（第１号）／平成２５年度那珂市水道事業会
計補正予算（第２号）
◎その他
那珂市名誉市民の選定について／那珂市教育委員会委員の任
命について

支
払
総
額
７
８
７
３
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
市
内
お
よ
び
県
内
農
産
物
の
放

射
性
物
質
検
査
に
つ
い
て
は
、
原
木
し
い

た
け
を
除
い
た
す
べ
て
の
農
産
物
で
未
検

出
ま
た
は
基
準
値
以
下
で
あ
り
、
出
荷
制

限
は
解
除
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
か
た
を
支
援
す
る
た
め
、

引
き
続
き
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
に

よ
る
国
の
支
援
金
お
よ
び
県
・
市
の
災
害

見
舞
金
を
支
給
し
て
お
り
、　

月
末
現
在

１１

の
支
給
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

国
の
支
援
金
は
、
全
壊
が
１
８
６
件
、

大
規
模
半
壊
が
９
件
、
合
計
１
９
５
件
で

総
額
２
億
４
５
０
０
万
円
で
す
。
県
の
災

害
見
舞
金
は
、
半
壊
１
７
９
件
で
５
３
７

万
円
で
す
。
市
の
見
舞
金
は
、
住
家
の
全

壊
が　

件
、
半
壊
が
２
４
２
件
、
非
住
家

４６

の
半
壊
以
上
が
２
７
８
件
、
合
計
５
６
６

件
で
総
額
１
９
４
８
万
円
で
す
。
ま
た
、

災
害
援
護
資
金
の
貸
付
は
、　

件
で
１
９

１０

３
０
万
円
で
す
。

　

平
成　

年　

月
３
日

２５

１２

�

那
珂
市
長　�
��
�
�

　

合
併
前
の
那
珂
町
お
よ
び
瓜
連
町
の
区

域
に
設
置
さ
れ
た
地
域
審
議
会
を
、
９
月

　

日
・　

月　

日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

２６

１１

２７

瓜
連
地
区
は
瓜
連
支
所
分
庁
舎
で
、
那
珂

地
区
は
市
役
所
本
庁
舎
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

審
議
会
で
は
、
各
地
区　

人
の
委
員
の

１１

皆
さ
ん
に
委
嘱
状
を
海
野
市
長
が
手
渡
し

た
後
、
会
長
と
副
会
長
を
選
任
し
、
そ
の

後
に
地
域
の
問
題
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
意
見
交
換
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
度
は
合
併
時
に
策
定
さ
れ
た
新

市
建
設
計
画
の
変
更
が
必
要
に
な
る
た

め
、
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
も
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
地
域
審
議
会
と
は
、
合
併
後
の
地
域
の

声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
、
旧
那
珂
町
・

旧
瓜
連
町
の
均
衡
あ
る
発
展
の
た
め
に
、

合
併
時
に
設
置
さ
れ
た
審
議
会
で
す
。

　
（
設
置
期
間
は
合
併
か
ら　

年
間
で
す
）

１０

政
策
企
画
課
政
策
企
画
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
４
３
２
・
４
３
３
）

問　い
合わせ

那珂地区地域審議会

那
珂
・
瓜
連
地
区
の
地
域
審
議
会
を

那
珂
・
瓜
連
地
区
の
地
域
審
議
会
を

開
催
し
ま
し
た

開
催
し
ま
し
た

瓜連地区地域審議会
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新
春
恒
例
の
「
平
成　

年
那
珂
市
消
防
出
初
式
」
を
１
月　

２６

１２

日
、
那
珂
総
合
公
園
多
目
的
広
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

消
防
本
部
や
消
防
団
、
自
衛
消
防
隊
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
な

ど
約
６
０
０
人
が
参
加
し
、
張
り
つ
め
た
空
気
の
な
か
、
地
域

防
災
へ
の
決
意
も
新
た
に
士
気
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
永
年
勤
続
功
労
者
や
、
優
良
消
防
機
関
、
優
良
消
防

団
員
な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
参
加
者
や
来
賓
の
か
た
が
た
か

ら
大
き
な
拍
手
で
祝
福
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
立
幼
稚
園
児
で
組
織
し
て
い
る
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
の
か
わ
い
ら
し
い
踊
り
も
披
露
さ
れ
、
式
典
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

◆平成２６年新春那珂市消防出初式（那珂総合公園）

平　成　２６　年

�

�

�

�

����������������������������������������������������������
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�
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�
�
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■
消
防
庁
長
官
表
彰

●
退
職
し
た
団
員
に
対
す
る
特
別
表
彰

　

元
那
珂
市
消
防
団
長　

海
野
藤
男

■
茨
城
県
知
事
表
彰

●
市
町
村
優
良
消
防
機
関

　

那
珂
市
消
防
本
部

●
永
年
勤
続
功
労
章
を
授
与
す
る
職
団
員

　
（　

年
以
上
）

４０

　

那
珂
市
消
防
団
長　

大
森
利
光

●
永
年
勤
続
功
労
章
を
授
与
す
る
職
団
員

　
（　

年
以
上
）

３０

　

那
珂
市
消
防
団
第
６
分
団
第
２
部
部
長　

伊
藤
勝
男
／
同
第
３
分
団
第
３
部
団
員　

中�
秋
男
／
同
第
７
分
団
第
１
部
団
員　

美
山
茂
／
同
第
８
分
団
第
１
部
団
員　

勝

村
広
見

●
永
年
勤
続
功
労
章
を
授
与
す
る
職
団
員

　
（　

年
以
上
）

２０

　

那
珂
市
消
防
団
第
３
分
団
第
３
部
部
長　

岩
佐
弘
／
同
班
長　

松
本
聡
／
同
団
員　

岩
佐
忠
明
／
同
第
４
分
団
第
２
部
団
員　

稲
田
英
範
／
同
第
６
分
団
第
１
部
団
員　

見
代
隆
／
同
第
７
分
団
第
２
部
団
員　

犬

飼
勇
司
／
同
第
７
分
団
第
３
部
団
員　

飛

田
重
夫
／
同　

小
貫
信
也
／
同　

秋
山
盛

男
／
同
第
８
分
団
第
１
部
団
員　

高
畑
将

則
／
同
第
８
分
団
第
２
部
団
員　

先�
民

夫
／
同　

先�
洋
一
／
同
第
８
分
団
第
３

部
団
員　

鈴
木
勝
範
／
同　

堀
口
英
己
／

同　

木
内
忠

■
自
治
体
消
防
制
度　

周
年
記
念
特
別
表
彰

６５

●
優
秀
消
防
団
員

　

那
珂
市
消
防
団
副
団
長　

寺
門
利
昭

■
茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

●
優
良
分
団
表
彰

　

那
珂
市
消
防
団
第
６
分
団

●
永
年
勤
続
功
労
章

　

那
珂
市
消
防
団
第
６
分
団
第
２
部
部
長　

伊
藤
勝
男
／
同
第
３
分
団
第
３
部
団
員　

中�
秋
男
／
同
第
７
分
団
第
１
部
団
員　

美
山
茂
／
同
第
８
分
団
第
１
部
団
員　

勝

村
広
見

●
永
年
勤
続
消
防
職
団
員
妻
女

　

那
珂
市
消
防
団
第
６
分
団
第
２
部
部
長
伊

藤
勝
男
妻
女　

伊
藤
順
子
／
同
第
８
分
団

第
１
部
団
員
勝
村
広
見
妻
女　

勝
村
美
奈

子
／
那
珂
市
消
防
本
部
消
防
司
令
堀
江
正

美
妻
女　

堀
江
恵
巳

■
那
珂
市
消
防
団
長
表
彰

●
感
謝
状
を
授
与
す
る
団
員
（
ポ
ン
プ
車
操

法
の
部
）

　

那
珂
市
消
防
団
第
６
分
団
第
３
部
（
班
長

山
田
孝
行
／
団
員　

後
藤
昭
一
／
植
田
敏

行
／
金
子
道
孝
／
上
金
英
二
／
坂
本
敏

幸
）

●
感
謝
状
を
授
与
す
る
団
員
（
小
型
ポ
ン
プ

操
法
の
部
）

　

那
珂
市
消
防
団
第
７
分
団
第
２
部
（
部
長

大
澤
秀
明
／
団
員　

寺
山
義
弘
／
犬
飼
勇

司
／
金
澤
弘
文
／
寺
山
康
則
）

◎
表
彰
、
感
謝
状
を
受
け
た
か
た（順

不
同
・
敬
称
略
）



１４

　

正
月
の
お
せ
ち
に
欠
か
せ
な
い
「
ご
ま
め

の
田
作
り
」
は
、
ま
め
に
働
く
こ
と
を
意
味

し
て
い
ま
す
が
、「
ご
ま
め
の
歯
ぎ
し
り
」
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
無
力
な
者
が
悔
し

が
っ
て
も
何
の
足
し
に
も
な
ら
な
い
こ
と
を

い
い
ま
す
。
ご
ま
め
は
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
で

す
が
、
歯
ぎ
し
り
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

歯
ぎ
し
り
は
、
異
常
な 
咀 そ 
嚼 

し
ゃ
く 

筋 
の
運
動
と

き
ん

考
え
ら
れ
病
的
な
も
の
と
思
わ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
一
般
の
人
の　

〜　

％
に
歯
ぎ
し
り

８５

９０

は
認
め
ら
れ
る
も
の
で
、
正
常
な
顎
の
運
動

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
つ
ま
り
、
歯
ぎ
し
り
は
、
ほ
と
ん
ど
の

人
が
行
っ
て
い
る
普
通
の
顎
運
動
な
の
で

す
。
そ
れ
で
は
、
私
達
は
な
ぜ
歯
ぎ
し
り
を

す
る
の
で
し
ょ
う
。
歯
ぎ
し
り
は
腸
の 
蠕  
動 
ぜ
ん 
ど
う

運
動
が
原
形
と
い
わ
れ
、
進
化
し
た
魚
類
で

は
顎
を
開
閉
す
る 
鰓 
呼
吸
運
動
に
な
っ
た
と

え
ら

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
陸
上
に
進
出
す

る
と
、
動
物
に
と
っ
て
顎
（
咀
嚼
器
官
）
は

獲
物
を
捕
っ
た
り
、
相
手
を
攻
撃
し
た
り
す

る
器
官
と
し
て
発
達
し
ま
す
。
特
に
外
的
な

ス
ト
レ
ス
が
増
え
る
と
、
攻
撃
性
が
増
加
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
直
立
す
る
こ
と
で

脳
が
発
達
し
た
ヒ
ト
の
咀
嚼
器
官
で
は
、
ス

ト
レ
ス
が
加
わ
っ
て
も
攻
撃
す
る
よ
う
な
行

動
を
脳
（
理
性
脳
）
が
抑
制
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
そ
し
て
そ
の
外
的
ス
ト
レ
ス
を
発
散

す
る
た
め
に
睡
眠
時
に
歯
ぎ
し
り
が
起
こ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
が
蓄
積

す
る
と
、
胃
潰
瘍
を
形
成
し
た
り
、
血
中
コ

ル
チ
ゾ
ー
ル
の
上
昇
、
免
疫
力
の
低
下
な
ど

の
全
身
的
な
異
常
が
起
こ
る
こ
と
が
動
物
実

験
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
を
発
散

す
る
歯
ぎ
し
り
は
、
私
達
の
健
康
を
保
つ
上

で
大
変
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
た
の
で

す
。「
ご
ま
め
」
は
、
決
し
て
無
駄
な
こ
と
を

し
て
い
た
の
で
は
な
い
の
で
す
。

　

歯
に
強
大
な
力
の
か
か
る
歯
ぎ
し
り
は
、

エ
ナ
メ
ル
質
の
亀
裂
、
咬
耗
、
く
さ
び
状
欠

損
、
う
蝕
、
顎
関
節
症
、
そ
の
他
多
く
の
歯

科
疾
患
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
歯
科
医
に

と
っ
て
歯
ぎ
し
り
は
、
頭
の
痛
い
問
題
な
の

で
す
。

���� ������

那珂市歯科医師会
塩野歯科医院
塩野宗則　先生

ごまめの歯ぎし
り

【一般書】
『ペテロの葬列』／宮部みゆき 著
『おとこのるつぼ』／群ようこ 著
『殺したい蕎麦屋』／椎名誠 著
【児童書】
『しらべよう！知っているようで知
らない冬季オリンピック ３』／

稲葉茂勝 文

������
�������	
��������������	
�������

　４月１日（火）から、市立図書館で借
りた本・ＤＶＤなどをらぽーる図書室で
返却することができるようになります。
どうぞご利用ください。
　なお、らぽーる図書室で返却された場
合は、返却処理に３日程度の期間を要す
る場合がありますので、あらかじめご了
承ください。
　本を返却後、すぐに次の本を借りたい
場合は、市立図書館までご返却ください。
◆返却時間　午前９時～午後４時３０分
※図書室開室時間のみとなります

【ＣＤ】
『LEO』／家入レオ
『なんだこれくしょん』／

きゃりーぱみゅぱみゅ
『BEST HIT!! SUGA  SHIKAO　
１９９７－２００２』／スガシカオ
【ＤＶＤ】
『パイレーツ・オブ・カリビアン／生
命の泉』
『梅ちゃん先生　総集編　前編』
『梅ちゃん先生　総集編　後編』

���������	


�������	
�����������	
����

　もうすぐ春ですね。春といえば多くの
人にとって新しい生活が始まり気持ちも
切り替わる時期です。入学や卒業、就職
や転勤、夢に向かっての節約生活！・・・
など理由はさまざまですが、何歳になっ
てもやっぱり新生活には不安がつきもの
です。
　そのような時に役立ちそうな本を集め
てみましたので本を読んで新しい生活の
始まりを楽しみましょう。

２日・１６日
　午後２時～
２０日
　午前１０時３０分～
２８日
　午後３時～

土金木水火月日
１
８７６５４３２
１５１４１３１２１１１０９
２２２１２０１９１８１７１６
２９２８２７２６２５２４２３

３１３０

休館日

�������	

��
March

　おはなし会
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
選
挙
に
つ
い
て
抱
い
て
い
る
疑
問

や
、
知
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
し
て
い
き
ま
す
。

選
挙
い
ろ
い
ろ

那
珂
市
選
挙
管
理
委
員
会

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
５
１
４
・
５
１
５
）

問
い
合
わ
せ

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�

�　

次
の
よ
う
な
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
買
収
】

　

選
挙
犯
罪
の
な
か
で
は
も
っ
と
も
悪
質
な
も
の
で
あ
り
、
法
律
で
厳
し
い
罰
則
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
候
補
者
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
選
挙
運
動
の
責
任
者
な
ど
が
処
罰
さ

れ
た
場
合
は
、
当
選
が
無
効
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
戸
別
訪
問
】

　

誰
で
あ
っ
て
も
、
選
挙
区
内
の
人
の
家
庭
、
会
社
、
工
場
、
商
店
な
ど
を
戸
別
に
訪

れ
、
特
定
の
候
補
者
の
氏
名
を
挙
げ
て
投
票
を
依
頼
し
た
り
、
ま
た
は
投
票
し
な
い
よ

う
に
依
頼
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
特
定
の
候
補
者
名
や
政
党
名
あ
る
い
は
演
説

会
の
開
催
に
つ
い
て
言
い
歩
く
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

【
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
広
告
】

　

公
職
の
候
補
者
な
ど
お
よ
び
後
援
団
体
は
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
、
年
賀
・

暑
中
見
舞
・
慶
弔
・
激
励
な
ど
の
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
広
告
を
、
有
料
で
新
聞
や

ビ
ラ
な
ど
に
掲
載
し
た
り
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
を
通
じ
て
放
送
す
る
こ
と
は
時
期

に
か
か
わ
ら
ず
常
に
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
飲
食
物
の
提
供
】

　

誰
で
あ
っ
て
も
、
選
挙
運
動
に
関
し
て
食
べ
物
や
飲
み
物
を
提
供
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
当
然
な
が
ら
、
候
補
者
が
飲
食
物
を
提
供
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
第
三
者

が
候
補
者
に
陣
中
見
舞
い
と
し
て
飲
食
物
を
届
け
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
お
茶
や
通
常
用
い
ら
れ
る
程
度
の
お
茶
菓
子
や
果
物
は
除
か
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
選
挙
運
動
員
に
渡
す
一
定
の
数
の
弁
当
は
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�

　お子さまの発達で気になることがあるときは、こども発達相談セン
ターへ電話などでご相談ください。家庭生活や集団生活についての相
談をお受けしています。保護者のかたのご都合に合わせて来所相談の
日時などをお知らせします。早めに気づき、適切な療育につなぐこと
で、お子さまのさまざまな力を伸ばすための支援をしていきます。
　また、当センターはお子さまの総合的な発達相談窓口として、保健、
医療、福祉、教育などの関係機関と連携を図っています。

◆発達に関する相談は随時受け付けています。
◆詳細は、「すまいる」までお問い合わせください。

相談する 適切な療育につなげるために適切な療育につなげるために

������

���������	
��

発達について心配のある幼稚園入園前の
お子さんとその保護者に、親子で参加す
る遊びの集団教室です。

�������	
���

小学校に就学前までのお子さんとその保
護者に、指導員と親子の１対１で行う遊
びの教室です。必要に応じて小集団の遊
びも行います。

◆相談時間
　午前８時３０分～午後５時
◆休　　館
　土・日曜日、祝日、年末年始



１６

�������	
������������
　市内の小中学校、幼稚園、都市公園、保育所（園）、体育施設などで放射線量を測定しています。また、市ホーム
ページにも掲載しています。

【日常生活で少しでも放射線を少なくできる方法】
○校庭・園庭などの屋外での活動後には、手や顔を洗い、うがいをする。

○土や砂を口に入れないように注意し、口に入った場合には、うがいをする。

○登校・登園時、帰宅時に靴の泥をできるだけ落とす。

○土ぼこりや砂ぼこりが多いときは、窓を閉める。

○測定値の単位は、すべて、マイクロシーベルト／時間です。

○小中学校、幼稚園、保育所（園）は地表面から５０㎝の高さでの測定値で、公共施設は地表面から１ｍの高さでの測定値です。

○測定結果は、すべて国の除染などの基準を下回っています。

○その他の高さの測定値は市ホームページでご覧ください。

那珂市役所　　�２９８‐１１１１
学校教育課 内線８２７６
健康推進課 内線５３１
生涯学習課 内線８２８２
市民協働課 内線２６３
都市計画課 内線３５５
商工観光課 内線２４５
こども課  内線２５２
水道課  内線８３６５
那珂聖苑　　　�３５２‐００７３

問

　１２月１５日から１月１４日までの期間、市内各浄水場（後台、木崎、瓜連）および芳野配水場の水道水の放射性物
質（放射性ヨウ素および放射性セシウム）の測定結果は、いずれも不検出となっています。
　各浄水場および芳野配水場の測定は週１回行っています。詳細は、市ホームページに掲載しています。

��������	
�����

○小中学校、幼稚園

測定日測定値担当課および測定場所

１月６日０．０８０本米崎小学校

学校教育課

１月６日０．０７３横堀小学校

１月７日０．０６２額田小学校

１月８日０．０８２菅谷小学校

１月７日０．０７２菅谷東小学校

１月７日０．０８３菅谷西小学校

１月７日０．０７７五台小学校

１月６日０．０８８戸多小学校

１月６日０．０８４芳野小学校

１月６日０．０６６木崎小学校

１月６日０．０９２瓜連小学校

１月８日０．０７５横堀幼稚園

１月７日０．０６４額田幼稚園

１月８日０．０７２菅谷幼稚園

１月６日０．０９７菅谷西幼稚園

１月７日０．０９８五台幼稚園

１月６日０．０６６芳野幼稚園

１月７日０．０５７那珂第一中学校

１月６日０．０７８那珂第二中学校

１月６日０．０８７那珂第三中学校

１月７日０．０５７那珂第四中学校

１月６日０．０７３瓜連中学校

１月９日０．０６８茨城学園

１月９日０．０５８ナザレ幼稚園

１月６日０．１０１さいせい幼稚園

１月８日０．０８５大成学園幼稚園

○公共施設

測定日測定値担当課および測定場所

１月７日０．０９１保健センター（ひだまり）健康推進課

１月７日０．０９１中央公民館

生涯学習課

１月８日０．０８４図書館

１月５日０．０９２那珂総合公園

１月５日０．０９２歴史民俗資料館

１月５日０．０９９ふれあいの杜公園

１月８日０．０８５ふれあいセンターよこぼり

市民協働課
１月８日０．０９９ふれあいセンターごだい

１月８日０．０９１ふれあいセンターよしの

１月８日０．０９６総合センターらぽーる

１月１０日０．１０２那珂聖苑那珂聖苑

１月１５日０．０９７中谷原公園
都市計画課

１月１６日０．０８３宮の池公園

１月８日０．０８６一の関ため池親水公園
商工観光課

１月８日０．０９７静峰ふるさと公園

○保育所、保育園など

測定日測定値担当課および測定場所

１月６日０．０７１菅谷保育所

こども課

１月９日０．０７２額田保育所

１月７日０．０９０ゆたか保育園

１月７日０．０８０かしま台保育園

１月８日０．０８１ごだい保育園

１月７日０．０８２瓜連保育園

１月８日０．０８０子育て支援センター
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私
が
、
市
長
の
職
に
就
い
て
か
ら
早

い
も
の
で
、
４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

現
在
は
、
市
民
の
皆
様
と
の
契
約
で
あ

る
、『
公
約
』
の
履
行
に
全
力
を
尽
く
し

て
い
る
処
で
す
。

　

市
長
の
公
務
は
、
様
々
あ
り
ま
す
。

早
朝
・
夜
間
を
問
わ
な
い
、
儀
式
や
式

典
、
祭
事
、
会
議
な
ど
の
参
列
・
参
加

が
あ
り
、
ま
た
、
内
部
で
は
、
打
合
せ

や
決
裁
、
来
客
の
対
応
や
会
議
な
ど
、

平
日
、
休
日
を
問
わ
ず
、
日
程
と
し
て
、

容
赦
な
く
組
み
込
ま
れ
ま
す
。
１
年
間

に
、
個
人
と
し
て
自
由
に
な
る
時
間

は
、
驚
く
ほ
ど
少
な
い
の
が
現
状
で

す
。
そ
し
て
、
会
合
は
飲
食
を
伴
う
も

の
も
あ
り
、
加
え
て
運
動
不
足
か
ら
肥

満
と
な
り
ま
し
た
。

　

体
重
も　

㎏
超
過
と
な
り
、
ズ
ボ
ン

８０

に
お
腹
が
収
ま
ら
な
い
危
険
が
出
て
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
歩
く
事
を
昨
年
暮

れ
か
ら
始
め
ま
し
た
。
１
日
４ 
㎞ 
か
ら

６
㎞
、
速
足
で
歩
い
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
年
代
は
、
戦
後
の
団
塊
の

世
代
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
団
塊
の
人

た
ち
は
、　

年
後
に
は
後
期
高
齢
者
と

１０

な
り
、
驚
く
べ
き
高
齢
化
社
会
の
到
来

と
な
り
ま
す
。
高
齢
に
な
っ
て
も
地
域

で
元
気
に
暮
ら
せ
る
こ
と
は
、
医
療
費

な
ど
社
会
保
障
費
の
大
き
な
削
減
に
寄

与
し
、
最
も
大
き
な
『
社
会
貢
献
』
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
歩
く
こ
と
）
は
、

屋
内
・
屋
外
を
問
わ
ず
手
軽
に
出
来
ま

す
。
買
い
物
に
行
く
途
中
や
、
通
勤
な

ど
、
多
種
多
様
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
比

べ
る
と
消
費
カ
ロ
リ
ー
は
少
な
い
事
に

な
り
ま
す
が
、
膝
な
ど
、
体
に
大
き
な

負
担
を
掛
け
ず
に
手
軽
に
長
く
続
け
ら

れ
る
事
が
特
徴
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
恩
恵
に
あ
ず
か
ろ
う
と
歩

き
始
め
ま
し
た
。
お
腹
の
膨
ら
み
が
気

に
な
る
皆
様
、
気
心
の
知
れ
た
お
仲
間

と
、
外
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ス

ト
レ
ス
を
発
散
し
な
が
ら
、
そ
の
時
々

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
歩
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

 

 
那
珂
市
長　�
��
�
�

� ������������������������������������

■作り方
①大根、にんじんはいちょう切りに、ごぼうは斜めに切る。
②しめじは小房に分け、鶏むね肉はそぎ切りにする。
③さやいんげんは茹でて、４��の長さに切る。
④鍋に水４００��とコンソメを入れ温め、大根、にんじん、ごぼうを入れ、
煮立ったらしめじ、鶏むね肉を加えてあくを取る。

⑤カレー粉、トマトケチャップ、塩を入れ１０分程煮る。さやいんげんを加
えひと煮する。

■コメント
　塩分控えめでもカレーの風味でおいしく、
お子様にも食べやすくしました。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

鹿島（こども食部会）

樫村　直美さん

根菜のカレ�煮
ヘルスメイトさんが作る健康料理  １０１○

�
�
�
�
�
�

■材料（４人分）
　大根�………………………�１５０ｇ
　にんじん�……………………�７０ｇ
　ごぼう�………………………�６０ｇ
　しめじ�………………………�６０ｇ
　鶏むね肉�……………………�６０ｇ
　さやいんげん�………………�４０ｇ

　水�…………………………�４００��
　コンソメ（固形）�……�１／２個
　カレー粉�………………�小さじ２
　トマトケチャップ�……�小さじ４
　塩�…………………�小さじ１／３

■１人分　５７����／塩分１．０ｇ



１８

　
　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
鹿
嶋

１２

２０

２３

市
で
開
催
さ
れ
た
「
２
０
１
３
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
セ
ン
Ｕ
‐　

関
東
」

１２

に
、
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ュ
ニ

ア
所
属
の
大
山
晟
那
さ
ん
（
菅
谷

東
小
６
年
）
と
、
那
珂
Ｆ
Ｃ
所
属

の
菊
池
伶
桜
さ
ん（
菅
谷
小
６
年
）

の
２
人
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

が
、
優
秀
な
選
手
の
発
掘
・
育
成
な

ど
を
目
的
と
し
て
、
関
東
地
区
で

　

人
の
選
手
を
招
集
し
て
、
合
同

８０練
習
を
行
う
こ
と
で
、
選
手
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
制
度
で
す
。

関
東
地
区
の
精
鋭
に
名
を
連
ね
る

根
本
正
顕
彰
会
が
図
書
館
に
会
報
を
寄
贈

　
　

月　

日
、
根
本
正
顕
彰
会
の

１２

２７

會
澤
義
雄
会
長
と
仲
田
義
一
副
会

長
か
ら
、
５
巻
に
製
本
し
た
会
報

と
、
こ
れ
ま
で
収
集
し
た
諸
資
料

の
中
か
ら
外
交
史
料
館
蔵
の
複
製

史
料
『
墨
西
哥
移
民
地
探
検
ト
シ

テ
根
本
正
外
一
名
出
張
ノ
件
』（
製

本
２
巻
）
を
市
立
図
書
館
へ
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
、
顕
彰

会
で
は
、
年
３
回
の
会
報
発
行
・
公

開
講
座
２
回
・
顕
彰
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
・
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
る
旅
・

公
民
館
ま
つ
り
で
の
研
究
発
表
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

雪
上
を
駆
け
抜
け
る

水
戸
の
梅
大
使
が
那
珂
市
役
所
訪
問

　

２
月　

日
か
ら
３
月　

日
ま

２０

３１

で
、
水
戸
市
の
偕
楽
園
・
弘
道
館

公
園
で
開
催
さ
れ
る
「
第
１
１
８

回
水
戸
の
梅
ま
つ
り
」
の
Ｐ
Ｒ
の

た
め
１
月　

日
、「
２
０
１
４
年
水

２４

戸
の
梅
大
使
」
の
皆
さ
ん
が
那
珂

市
役
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
の
３
月
７
日
か
ら　

日
２３

は
、
偕
楽
園
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
る
ほ
か
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

催
さ
れ
ま
す
。

　

梅
大
使
は
任
期
中
、
水
戸
市
の

観
光
Ｐ
Ｒ
の
ほ
か
茨
城
県
内
の
観

光
Ｐ
Ｒ
も
行
い
ま
す
。

　

那
珂
市
少
年
少
女
ス
キ
ー
・
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
が
、
た
か
つ
え

ス
キ
ー
場
（
１
月
４
日
・
５
日
）、

裏
磐
梯
ス
キ
ー
場
（
１
月　

日
）

１２

で
開
催
さ
れ
、
２
回
で
計
１
６
２

人
が
参
加
し
、
団
体
生
活
と
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
技
術
を

学
び
ま
し
た
。

　

教
室
は
一
人
ひ
と
り
の
レ
ベ
ル

に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
、
指
導
員
の

身
振
り
手
振
り
を
見
る
参
加
者
は

真
剣
な
眼
差
し
で
し
た
。
す
ぐ
に

コ
ツ
を
つ
か
み
、
軽
や
か
に
白
銀

の
世
界
を
滑
っ
て
い
き
ま
し
た
。
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１
月　

日
の
文
化
財
防
火
デ
ー

２６

の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
１
月

　

日
、
弘
願
寺
（
下
大
賀
）
で
消

２２防
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
弘
願
寺
境
内
で
出
火
し

た
と
の
想
定
で
、
住
職
に
よ
る
１

１
９
番
通
報
訓
練
、
避
難
誘
導
訓

練
、
文
化
財
の
搬
出
訓
練
な
ど
を

行
う
と
と
も
に
、
通
報
を
受
け
た

消
防
署
や
地
元
の
消
防
団
に
よ
る

消
火
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
は
、
消
防
署
職
員

に
よ
る
消
火
器
取
り
扱
い
の
指
導

や
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

弘
願
寺
で
消
防
訓
練
�
文
化
財
防
火
デ
�
�

フ
ッ
ト
サ
ル
全
国
大
会
で
大
活
躍

　

１
月　

日
か
ら　

日
に
、
三
重

１１

１３

県
伊
勢
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第　
１９

回
全
日
本
ユ
ー
ス
（
Ｕ
‐　

）
フ
ッ

１５

ト
サ
ル
大
会
」
に
、
関
東
地
域
代
表

の
マ
ル
バ
茨
城
Ｆ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
石
川
慶
汰
さ
ん
（
那
珂
四

中
３
年
）
と
瀧
本
柊
平
さ
ん
（
瓜

連
中
３
年
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

関
東
大
会
で
優
勝
し
た
マ
ル
バ

茨
城
Ｆ
Ｃ
は
予
選
リ
ー
グ
を
１
位

通
過
。
準
決
勝
で
は
石
川
さ
ん
が

先
制
点
を
挙
げ
る
も
敗
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
大
舞
台
で
も
高
い

技
術
を
存
分
に
披
露
し
ま
し
た
。

�
家
庭
の
日
�
図
画
�
作
文
表
彰
式
典

地
域
の
力
で
神
社
を
修
改
築

　

安
永
４
年
（
１
７
７
５
年
）
か

ら
続
く
愛
宕
神
社
（
門
部
）
は
、

建
物
の
傷
み
が
目
立
っ
て
き
て
い

た
の
に
加
え
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
さ
ら
に
被
害
が
出
ま
し
た
。

　

平
成　

年
９
月
、
修
復
の
た
め

２３

の
活
動
が
地
域
で
始
ま
り
ま
し

た
。
氏
子
お
よ
び
協
力
者
か
ら
資

金
を
集
め
、
地
元
の
建
設
業
者
の

手
に
よ
り
本
殿
の
修
復
、
拝
殿
の

改
築
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年　

月
１１

に
還
幸
祭
、　

月
に
竣
工
祭
を
行

１２

い
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
末
永
く

地
元
に
愛
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　

月　

日
、
第
９
回
「
家
庭
の
日
」
図
画
・
作
文
発
表
会
並
び
に
表
彰

１２

１４

式
典
が
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
両
部
門
の
金
賞

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
作
文
の
部　

市
川
莉
緒
（
菅
谷
東
小
１
年
）、
瀬

谷
匠
馬
（
木
崎
小
２
年
）、
引
田
弥
柊
（
菅
谷
西

小
３
年
）、
新
田
舜
（
菅
谷
小
４
年
）、
鈴
木
魁
斗

（
菅
谷
東
小
５
年
）、
櫻
井
天
翔
（
横
堀
小
６
年
）、

山
口
真
太
朗
（
那
珂
四
中
１
年
）、
萩
野
谷
有
香

（
瓜
連
中
２
年
）、
海
後
知
世
（
那
珂
二
中
３
年
）

■
図
画
の
部　

関
町
凪
（
戸
多
小
１
年
）、
坪
井
颯

太
（
菅
谷
小
２
年
）、
石
井
理
華
（
菅
谷
小
３
年
）、

大
津
宏
太
（
菅
谷
東
小
４
年
）、
稲
田
陽
生
（
木

崎
小
５
年
）、
海
老
澤
藍
梨
（
菅
谷
西
小
６
年
）、

和
地
真
純
（
那
珂
三
中
１
年
）
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善意銀行へ
ご協力ありがとうございます

１１月１５日～１月１４日（敬称略）

鴻巣駅舎ふれあいまつり ６，４１０円
那珂市ゴルフ連盟 ４４，０００円
柏村（菅谷） ５０，０００円
野木利三郎 ２８，２００円
ぴっぴお話の会　南波　久代
 ５，０７６円
匿　名 ３０，０００円
水戸友の会 ５，０００円
那珂市商工会東支部
ぬかんざきまつり実行委員会
 ２３，７５５円
日本ボーイスカウト那珂第３団
 ４０，５６５円

� 人の動き �
那珂市の人口（１月１日現在）
※（　）内は前月比
　男　　　２７，５１０人 （＋１０）
　女　　　２８，４４７人 （＋１３）
　計　　　５５，９５７人 （＋２３）
世帯数　　２１，６５６世帯 （＋３２）

○出生　１４人
○死亡　４４人

（１２月１日～３１日）

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしています

 �２２９－０３０９

那珂市ゴルフ連盟の皆さん

日本ボーイスカウト那珂第３団の皆さん

������

�������	
��

　１２月２７日、公民館まつりのバ
ザー・体験部会より５６，２０２円が那
珂市に寄付されました。
　１１月２２日から２４日に開催された
公民館まつりにおいて、「食の教室
　ライス」、「マドレーヌ」、「創作
人形教室　藤の会」、「エコクラフ
トの会」、「ラベンダーの会」、「キャ
ンドルつくり」の各団体が行った
バザーや体験教室などの収益金を、
那珂市の災害復興に役立ててほし
いとして寄付をいただきました。
　ありがとうございました。

★事件・事故の発生状況★
（平成２５年中）

○那珂市の交通事故
　人身交通事故 ３７４件
　負傷者 ４９２人
　死者 ３人
※夜道では、反射材を身につけま
しょう！

○那珂市の犯罪
　刑法犯認知件数 ６２８件
　　うち　　空き巣 ４９件
　　　　　　車上狙い ７３件
　　　　　　自動車盗 ２３件
※防犯は、カギ掛け、声かけ、心がけ
問い合わせ／那珂警察署
�３５２－０１１０

� 今月の納税  �

○固定資産税・都市計画税　４期
○国民健康保険税（普通徴収）　８期
○後期高齢者医療保険料（普通徴収）

８期
○介護保険料（普通徴収）　　６期

納期限：２月２８日

■市税の納付は口座振替で
　市税の納付には、便利で確実な
口座振替制度がありますので、ど
うぞご利用ください。
　詳細については、下記までお問
い合わせください。
問い合わせ／収納課収納グループ
�２９８－１１１１　内線１７３・１７４

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，６９５人

　（平成２５年１２月末現在・

 前月比２人減）

○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　３億３，８０５万円

　（平成２５年１２月・

前月比５，１６４万円増）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします
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●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月２回）を発行し

ています。このコーナーではその

一部を掲載していますが、「おし

らせ版」も併せてご覧ください。

２日　なかむら内科・泌尿器科クリニック
 （飯田）

�３５３－２３１０
９日　西山堂慶和病院 （鴻巣）

�２９５－５１２１
１６日　諸岡医院 （瓜連）

�２９６－１１２３
２１日　鈴木呼吸器科内科 （中台）

�３５３－２８１１
２３日　ののがき脳神経外科クリニック
 （中台）

�３５２－０５５５
３０日　たに内科クリニック （古徳）

�２２９－０７２１

■診療時間／９：００～１１：３０
※受診の際、必ず当該医療機関へ電
話で問い合わせください
※診療時間外は、「茨城県救急医療情
報コントロールセンター」（�２４１
－４１９９）、または「那珂市消防本
部」（�２９５－２１１１）へお問い合わ
せください

３月の休日当番医

日時／３月１１日（火）１３：００～１７：００
　　　　　２５日（火）１３：００～１６：００
場所／市役所（本庁）１階市民相談室
対象者／市内に住所を有するかた
相談員／弁護士
申込方法／事前に予約してください。
費用／無料
その他／同じ事案について再度の相談
　　　　はご遠慮ください。
申し込み・問い合わせ／
秘書広聴課市民相談グループ
�２９８－１１１１　内線１１７

法律相談

心配ごと相談
日時／３月５日（水）、１２日（水）、
　　　　　１９日（水）、２６日（水）
　　　９：００～１５：００
場所／
総合保健福祉センター「ひだまり」相談室
問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（瓜連支所隣分庁舎内）

�２２９－０３０９

日時／３月１４日（金）
　　　１０：００～正午、１３：００～１５：００
場所／市役所（本庁）１階ロビー
開設相談／

○行政相談

　国の行政機関などが行っている仕事
についての苦情や意見・要望
○人権相談

　人権を侵害されている問題や家庭内
のもめごとなど
相談員／行政相談委員、人権擁護委員
問い合わせ／

秘書広聴課市民相談グループ

�２９８－１１１１　内線１１７

行政・人権相談を開設します

�������	
���

　１２月１２日、那珂市商工会瓜連支
部から２９，８５５円が那珂市に寄付さ
れました。
　１０月３０日に開催された「二十六
夜尊マルシェ inうりづら」におい
てチャリティー抽選会を行った収
益金で、市では有効に活用してい
きます。
　ありがとうございました。

�������	
��

�������	

　１２月１６日、（独）国際協力機構
（ＪＩＣＡ）青年海外協力隊員とし
て派遣されていた井上守江さん
（後台）が、帰国の報告に海野市長
を訪問しました。
　井上さんは、平成２３年９月から
２年間にわたり、ウズベキスタン
西部に位置するヌクス保健所を拠
点に、大人から子どもまで幅広い
年齢層を対象に生活習慣病予防の
啓発などを現地の学校や公民館な
どで行ってきました。

���������	
�����

�������	�
��

　１２月２６日、コカ・コーライース
トジャパン（株）水戸支店から、
２�入りペットボトル飲料水１８００
本を寄贈いただきました。
　この飲料水は非常用として備蓄
し、災害時や防災訓練の際に活用
させていただきます。
　同社とは平成２４年２月９日に
「災害時における救援物資提供に
関する協定書」を締結しています。
　ありがとうございました。

������
広報なか１月号（№１０８）８ページ
に掲載しました「秋の褒章・叙勲、
危険業務従事者叙勲」の内容に誤
りがありました。正しくは次のと
おりです。お詫びして訂正します。
（正）
旭日単光章　宮田�夫さん（菅谷）
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額
田
北
郷 

伏
見　
　

柊
飛 

浩
一

杉 

芳
賀　
　

陸
斗 

太
一

本
米
崎 

櫻
井　
　

星
奈 

冬
樹

菅
谷 

阿
久
津　

聖
奈 

学

菅
谷 

和
田　
　

叶
大 

敏
明

菅
谷 

岩
間　
　

圭
佑 

裕
平

菅
谷 

坂
本　
　

瑚
心 

匡
広

菅
谷 

石
井　
　
�
之
介 

健
司

竹
ノ
内 

峯
島　
　

柚
愛 

勇
士

菅
谷 

柏　
　
　

結
彩 

昌
利

額
田
南
郷 

薗
部　
　

陽
菜 

和
樹

瓜
連 

市
野
澤　

勝
枝 

　

才
８８

鹿
島 

堀
口　
　

文
子 

　

才
８１

本
米
崎 

田
所　
　

一
五 

　

才
８７

瓜
連 

鈴
木　
　

ま
さ 

　

才
９０

鴻
巣 

�
畠　
　

和
子 

　

才
８２

後
台 

海
老
根　

道
子 

　

才
８１

鴻
巣 

�
畑　
　

忠
男 

　

才
８１

鴻
巣 

沢
幡　
　

ま
す 

　

才
９６

菅
谷 

木
村　
　

勇 

　

才
６２

静 

金
子　
　

惠
子 

　

才
７１

平
野 

石
川　
　

巖 

　

才
６７

横
堀 

山�
　
　

酉
之�
 

　

才
８０

菅
谷 

笹
島　
　
�
藏 

　

才
８８

額
田
東
郷 

住
谷　
　

俊
一 

　

才
５８

額
田
北
郷 

大
部　
　

ち
い
子 

　

才
７１

戸 

滑
川　
　

實 

　

才
９０

瓜
連 

佐
藤　
　

キ
ヨ
子 

　

才
６６

瓜
連 

小
澤　
　

寛
次 

　

才
８６

戸
崎 

横
田　
　

か
つ
子 

　

才
７５

東
木
倉 

後
藤　
　

仁 

　

才
８７

戸 

井
坂　
　

ク
レ 

　

才
９５

飯
田 

小
林　
　

克
之 

　

才
８３

瓜
連 

益
子　
　

一
夫 

　

才
７７

鴻
巣 

後
藤　
　

輝
子 

　

才
８５

向
山 

名
波　
　

ゑ
き 

　

才
８６

下
大
賀 

綿
引　
　

信
也 

　

才
７９

古
徳 

龍�
　
　

榮
男 

　

才
８８

菅
谷 

根
本　
　

辰
生 

　

才
４９

瓜
連 

佐
川　
　

勝
美 

　

才
８５

鹿
島 

箕
川　
　

好
文 

　

才
７７

北
酒
出 

根
本　
　

き
ん 

　

才
９６

下
大
賀 

寺
門　
　

恒
司 

　

才
８７

菅
谷 

大
和
田　

泉 

　

才
９３

東
木
倉 

細
割　
　

ひ
で 

　

才
９３

瓜
連 

箕
川　
　

ス�
 

　

才
９８

中
里 

橋
本　
　

竹
雄 

　

才
８６

本
米
崎 

武
藤　
　

典
子 

　

才
８５

飯
田 

川�
　
　

み
ち
ゑ 

　

才
９２

瓜
連 

寺
門　
　

公
子 

　

才
８６

鴻
巣 

吽
野　
　

由
治 

　

才
６６

菅
谷 

綿
引　
　

康
雄 

　

才
７８

戸 

舘　
　
　

次
男 

　

才
８２

東
木
倉 

後
藤　
　
�
子 

　

才
８０

下
大
賀 

�
塚　
　

イ
ク 

　

才
９４

飯
田 

木
名
瀬　

正
造 

　

才
７６

南
酒
出 

寺
門　
　
�
一 

　

才
７８

福
田 

笹
島　
　

み
ど
り 

　

才
８６

飯
田 

冨
田　
　

澄
子 

　

才
８２

瓜
連 

加
藤
木　

芳
枝 

　

才
８０

菅
谷 

清
水　
　

み
つ
江 

　

才
８８

西
木
倉 

植
田　
　

千
代
の 

　

才
９６

瓜
連 

綿
引　
　
�
雄 

　

才
８６

門
部 

村
松　
　

志
響 

未
来

中
台 

萩
谷　
　

翔 

圭
太

菅
谷 

成
田　
　

優
芽 

弘
道

杉 

笹
嶋　
　

倖
志 

則
幸

戸
崎 

白
木　
　

長
靖 

康
介

菅
谷 

関
根　
　

光
琉 

勉

竹
ノ
内 

王
前　
　

裕 

武
浩

横
堀 

佐
藤　
　

暦
亜 

忠
寿

菅
谷 

和
田　
　

伊
月 

喜
信

平
野 

平
松　
　

圭
祐 

祐
樹

津
田 

中
根　
　

優
茉
莉 

翼

菅
谷 

塩
津　
　

海
仁 

紀
彦

飯
田 

千
葉　
　

尚
緒 

茂
夫

鴻
巣 

四
倉　
　

莉
乃 

英
二

菅
谷 

武
藤　
　

結
音 

勇
輝

後
台 

古
田�
　

心
羽 

幸
男

菅
谷 

齋�
　
　

菜
希 

秀
寿

菅
谷 

鈴
木　
　

ひ
か
り 

義
宜

横
堀 

後
藤　
　

翔
之
介 

克
彰

菅
谷 

深
澤　
　

柊
太 

和
祐

菅
谷 

木
下　
　

嘉
穂 

将
道

額
田
東
郷 

安
藤　
　

詩
乃 

昌
弘

瓜
連 

小
山　
　

し
ず
く 

弘
行

菅
谷 

長
山　
　

蒼
史 

尽

菅
谷 

加
藤　
　

凜
桜 

秀
朋

後
台 

峯
島　
　

苺
 々

勝
則

戸
籍
の
ま
ど

お
め
で
た

額
田
南
郷 

大
高　
　

勲 

　

才
８７

中
里 

久
野　
　

清 

　

才
６３

豊
喰 

山
田　
　
�
江 

　

才
７３

鴻
巣 

栗
田　
　

久
夫 

　

才
６４

菅
谷 

藤
咲　
　

千
枝
子 

　

才
８９

門
部 

�
土　
　

敏
博 

　

才
６１

瓜
連 

寺
門　
　

光
輝 

　

才
９５

額
田
北
郷 

小
倉　
　

清 

　

才
８５

下
大
賀 

寺
門　
　

京
子 

　

才
５３

飯
田 

勝
村　
　

キ
ヌ
子 

　

才
７９

額
田
北
郷 

吉
成　
　

誠
一 

　

才
９４

飯
田 

細
谷　
　

一
元 

　

才
６６

中
台 

鈴
木　
　

正�
 

　

才
８７

横
堀 

中
庭　
　

庄
吉 

　

才
９０

額
田
北
郷 

矢
島　
　

明 

　

才
８３

瓜
連 

�
谷　
　

恒
夫 

　

才
８６

豊
喰 

伊
藤　
　

寿
々
子 

　

才
８０

菅
谷 

小
室　
　

四
郎 

　

才
８５

戸 

小
湊　
　

章 

　

才
８１

菅
谷 

和
田　
　

茂
男 

　

才
７０

津
田 

後
藤　
　

ふ
み 

　

才
８９

菅
谷 

川
又　
　

美
紀 

　

才
７８

瓜
連 

萩
野
谷　

啓
二 

　

才
５２

杉 

海
野　
　
�
ゑ 

　

才
９０

鴻
巣 

萩
谷　
　

は
つ
い 

　

才
８３

戸
崎 

倉
田　
　

修 

　

才
６１

平
野 

石
川　
　

眞
弓 

　

才
５９

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す

お
く
や
み

�

	

月	

日


�
月	

日
届
出

��

���
敬
称
略
�

����



広報なか２月号２３

【短　歌】ときわ短歌会　片岡明選

庭
先
で
サ
ッ
カ
ー
遊
び
す
る
孫
の
足
に
ボ
ー
ル
に
枯
葉
の
絡
む 

大　

森　

勝　

代

雪
村
の
功
績
示
す
石
文
の
め
ぐ
り
に
寄
り
て
色
小
鳥
舞
ふ 

加　

藤　
　
　

要

こ
ん
な
日
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
滝
よ
り
も
温
泉
だ
ね
と
駆
け
足
で
見
る 

梅　

沢　

悦　

子

惜
し
ま
れ
て
柵
   

一
つ
減
ら
し
た
く
七
十
路
最
後
の
注
連
飾
く
ぐ
る 

赤　

塚　

満　

夫

し
が
ら
み

床
の
間
に
生
け
し
侘
助
の
白
き
花
一
月
三
日
に
二
輪
落
ち
た
り 

山　

屋　

勝　

代

蝋
梅
の
仄
か
に
香
る
吐
玉
泉
夕
日
の
中
に
輝
き
て
お
り 

小　

宅　
　
　

進

冬
枯
れ
の
庭
に
つ
や
や
か
な
寒
椿
風
に
揺
ら
れ
て
ひ
か
り
を
返
す 

海　

野　

宏　

幸

 
贔
屓 
す
る
チ
ー
ム
の
優
勝
に
先
取
り
て
泊
ま
り
し
宿
に
早
起
き
し
た
り 

川　

上　

恵
美
子

ひ
い
き

古
希
こ
え
て
母
あ
る
こ
と
の
幸
福
を
感
謝
と
共
に
歩
む
道
な
り 

大　

森　

勝　

代

 
炎 
の
ご
と
く
咲
く
シ
ク
ラ
メ
ン
の
別
の
名
を
篝
火
花
と
今
に
し
て
知
る 

赤　

塚　

満　

夫

ひ大
手
術
の
り
越
え
生
還
せ
し
兄
の
第
一
声
は
「
死
ん
だ
方
が
ま
し
」 

梅　

沢　

悦　

子

夕
さ
れ
ば
神
出
鬼
没
の
野
良
猫
の
荒
ら
し
を
防
ぐ
手
立
て
乏
し
き 

片　

岡　
　
　

明

【俳　句】瓜連かつらぎ俳句会

稜
線
を
染
め
し
筑
波
の
冬
入
り
日　
　
　
　

木　

内　

晴　

絵

始
発
行
く
カ
ン
カ
チ
氷
る
冬
田
な
か　
　
　

秋　

野　

三　

峰

久
に
見
る
白
鷺
の
群
れ
冬
田
面　
　
　
　
　

井　

坂　

光　

位

靴
下
の
片
割
れ
同
士
を
合
わ
す
冬　
　
　
　

長
谷
川　

和
希
子

沼
の
面
に
は
ぐ
れ
冬
鳥
輪
を
描
く　
　
　
　

萩
野
谷　

ヨ
シ
子

灯
を
点
し
雪
景
映
え
る
露
天
風
呂　
　
　
　

堀　

口　

白　

流

雪
景
色
窓
が
離
さ
ぬ
暮
れ
る
ま
で　
　
　
　

飯　

島　

カ
チ
子

紅
白
の
梅
鉢
か
ざ
り 
夫 
至
福　
　
　
　
　
　

栗　

原　

冨　

久

つ
ま

肌
を
さ
す
風
を
残
し
て
梅 
孕 
む　
　
　
　
　

真　

崎　

一　

耕

は
ら

一
語
一
歩
盲
女
の
手
引
き
梅
め
ぐ
る　
　
　

栗　

原　

三　

枝

余
寒
な
お
五
管
に
響
く
獅
子 
威 
し　
　
　
　

塙　
　
　

静　

風

お
ど

マ
フ
ラ
ー
に
色
柄
を
見
せ 
洒  
落 
見
せ　
　
　

鈴　

木　

三　

風

し
ゃ 
ら
く

老
斑
の
浮
く 
掌 
に
福
豆
を
鷲
握
む　
　
　
　

堀　

口　

泉　

流

て

�������	
��
�

　１月２２日、茨城県統計功労
者表彰式において、茨城県知
事功績者表彰を受賞された小
関満さん（瓜連）が海野市長
に受賞の報告に訪れました。
　小関さんは、各種統計調査
の調査員として従事し、正確
であり他の調査員の模範と
なっていました。

���������	

　那珂市教育委員会の秋山和衛委員および船橋正夫委員が、平成２６
年１月４日をもって任期満了となることに伴い、１２月の那珂市議会
定例会で同意を得て、秋山和衛委員を再任し、新たに佐藤哲夫委員
を任命しました。
　任期は平成２６年１月５日から平成３０年１月４日までの４年間で
す。

■秋山　和衛さん（下江戸） ■佐藤　哲夫さん（西木倉）

���������

　茨城県表彰式において、功績者表彰を受賞された和田勝一さん
（瓜連）、繁國愛子さん（中里）が１２月１２日、海野市長に受賞の報
告に訪れました。
　和田さんは、多年にわたり
農業経営士として地域農業の
振興に尽力するとともに、農
業後継者の育成など農業の振
興に寄与されました。
　繁國さんは、多年にわたり
地域の障がい児教育の拠点と
して発達支援教育に取り組
み、地域の障がい児教育の発
展に寄与されました。



　那珂総合公園で開催した那珂市成人式の様
子です。式の開始前から会場のあちこちで「久
しぶり！」といった声が聞こえ、晴れ着姿の
新成人は笑顔いっぱい。デジタルカメラや携
帯電話で写真を撮影し、旧友との再会を楽し
んでいました。　　　　　　　　（１月11日）

※
レ
シ
ピ
は
17
ペ
ー
ジ
に
記
載

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
が
作
る

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
が
作
る

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
が
作
る

印刷／いばらき印刷株式会社
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にこにこ笑顔！
元気いっぱい育ってね

これからもみんなに
元気と笑顔をちょうだいね

これからも笑顔いっぱい
元気いっぱいに大きくなってね！

［12か月健診時に掲載希望者による抽選を行っています。］

12/8
生まれ松本理奈ちゃん

り な

12/22
生まれ秋山結希乃ちゃん

ゆ き の

12/20
生まれ宇野萌々花ちゃん

も も か

再生紙と大豆油インキを使用しています。




